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本
能
寺
蔵
『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
五
）

伊 

藤 

伸 

江
・
奥 

田 　

 

勲

本
稿
は
、
京
都
の
古
刹
本
能
寺
が
蔵
す
る
『
落
葉
百
韻
』
の
訳
注
（
五
）
で
あ
る
。
こ
の
注
釈
は
、「『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
一
）」
か
ら

「『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
四
）」
ま
で
と
同
じ
く
伊
藤
が
下
原
稿
を
作
成
し
、
奥
田
と
の
メ
ー
ル
会
議
及
び
複
数
回
の
対
面
会
議
で
意
見
交
換
、

討
議
を
行
な
い
、
そ
の
結
果
を
完
成
原
稿
に
ま
と
め
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
研
究
は
科
研
費
基
盤
研
究
（
Ｃ
）「
心
敬
の
文
学
作
品
に
お
け

る
創
造
と
新
撰
菟
玖
波
文
学
圏
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
総
合
的
研
究
」（
研
究
代
表
者
伊
藤
、
研
究
分
担
者
奥
田
）
に
よ
り
行
な
っ
て
い
る

も
の
で
あ
る
。

凡
例

一
、 

底
本
は
本
能
寺
蔵
某
年
十
月
二
十
五
日
賦
何
人
百
韻
（『
落
葉
百
韻
』）
で
あ
る
。
該
本
は
他
に
写
本
の
存
在
を
聞
か
な
い
孤
本
で
あ

る
た
め
対
校
本
は
な
い
。　
　

一
、 

注
釈
本
文
は
、
読
解
の
便
を
は
か
る
た
め
、
底
本
を
歴
史
的
仮
名
遣
い
表
記
に
あ
ら
た
め
て
清
濁
を
付
し
た
。
原
文
は
百
韻
の
翻
刻

に
示
し
て
あ
り
、
適
宜
参
照
さ
れ
た
い
。
原
文
の
表
記
の
誤
り
と
考
え
ら
れ
る
箇
所
は
改
め
、
あ
て
字
、
異
体
字
、
送
り
仮
名
は
標

準
的
な
表
記
に
直
し
て
示
し
た
。
漢
字
表
記
が
自
然
で
あ
る
語
句
に
関
し
て
は
、
全
体
の
統
一
を
考
え
て
漢
字
に
直
し
、
難
読
語
句
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に
は
、
校
注
者
が
括
弧
書
き
で
振
り
仮
名
を
付
し
、
踊
り
字
は
す
べ
て
開
い
て
い
る
。
校
注
者
に
よ
る
改
訂
部
分
の
う
ち
、
特
記
す

べ
き
も
の
は
、
注
釈
内
に
付
記
し
た
。

一
、 

各
句
に
は
、
百
韻
全
体
の
通
し
番
号
を
句
頭
に
示
し
、
参
考
と
し
て
、
各
懐
紙
内
で
の
そ
の
句
の
所
在
を
懐
紙
の
順
、
表
と
裏
の

別
、
表
裏
ご
と
の
句
の
番
号
で
表
し
、
前
句
を
添
え
た
。

一
、 
語
釈
に
あ
げ
る
和
歌
、
連
歌
例
は
、
後
述
引
用
文
献
に
依
る
。
百
韻
の
読
解
に
有
効
な
際
に
は
、
先
例
の
み
な
ら
ず
後
代
の
作
品
も

例
示
す
る
場
合
が
あ
る
。
私
に
清
濁
を
付
し
、
片
仮
名
な
ど
読
解
に
不
便
な
文
字
は
必
要
に
応
じ
平
仮
名
に
改
め
た
。

一
、 

各
句
に
は
、
【
式
目
】【
作
者
】【
語
釈
】【
現
代
語
訳
】
の
説
明
項
目
を
設
け
る
と
共
に
、
二
句
一
連
の
連
歌
の
中
で
句
が
ど
の
よ
う

に
作
用
す
る
か
、
及
び
独
立
し
た
一
句
で
は
ど
ん
な
意
味
を
持
つ
か
に
配
慮
し
【
現
代
語
訳
】
の
他
に
【
付
合
】【
一
句
立
】
の
項

目
を
設
け
た
。
さ
ら
に
必
要
な
場
合
に
は
【
考
察
】【
補
説
】【
他
出
文
献
】
の
項
目
も
設
け
た
。

※ 

本
訳
注
（
五
）
の
引
用
文
献
典
拠
一
覧
及
び
参
考
文
献
は
、
同
時
に
刊
行
さ
れ
る
『
愛
知
県
立
大
学　

説
林
』
六
〇
号
掲
載
の
「
本
能

寺
蔵
『
落
葉
百
韻
』
訳
注
（
六
）
付　

考
察
及
び
式
目
表
」
に
ま
と
め
て
掲
載
す
る
。
参
照
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

（
三
折　

裏　

八
）
捨
つ
る
身
は
木
か
げ
岩
が
ね
宿
と
し
て

七
二
　
向
か
ふ
も
清
く
水
に
澄
む
月
　
　
伝
芳
　

【
式
目
】
秋
（
月
）　

水
（
水
辺
・
用
）

【
作
者
】
伝
芳

【
語
釈
】
●
向
か
ふ　

あ
る
も
の
に
対
し
、
眺
め
る
さ
ま
。「
雨
に
向
ひ
て
月
を
恋
ひ
」（
徒
然
草
一
三
七
段
）。「
さ
や
け
さ
は
誰
が
住
む

宿
も
か
は
ら
じ
と
月
に
向
か
ひ
て
思
ひ
こ
そ
や
れ
」（
玉
葉
集
・
雑
一
・
一
九
七
三
・
平
重
村
）。「
月
に
向
か
ふ
も
涙
落
ち
け
り
／
人
に
添
ふ

心
は
か
な
く
夢
覚
め
て
」（
新
撰
菟
玖
波
集
・
恋
中
・
一
七
六
九
／
一
七
七
〇
・
寿
官
法
師
）。
●
水
に
澄
む
月　

水
面
に
澄
ん
だ
光
を
映
し
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て
い
る
月
。
真
如
の
月
を
観
想
す
る
月
輪
観
の
面
影
が
あ
る
か
。「
誠
な
き
世
の
な
ら
ひ
を
も
水
に
澄
む
月
の
光
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
見
る
」（
続

後
拾
遺
集
・
釈
教
・
一
三
〇
三
・
前
大
僧
正
良
信
）。

【
付
合
】「
宿
」
に
「
月
」
を
付
け
、
水
辺
の
近
く
に
住
む
世
捨
て
人
が
、
月
を
見
る
情
景
と
し
た
。
前
句
の
「
木
か
げ
」
や
「
岩
が
ね
」

が
水
辺
の
近
く
の
様
と
な
る
。「
宿
ト
ア
ラ
バ
、
月
」（
連
珠
合
璧
集
）。

【
一
句
立
】
月
に
向
か
え
ば
、
月
は
清
ら
か
に
照
り
、
水
面
に
澄
ん
だ
光
を
映
し
て
い
る
こ
と
よ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

世
を
捨
て
た
出
家
の
こ
の
身
は
、
木
陰
や
ご
つ
ご
つ
し
た
岩
を
す
み
か
と
し
て
い
て
。）
そ
ん
な
住
み
づ
ら
い
ひ

ど
い
住
み
か
で
も
、
月
に
相
対
す
る
と
、
月
は
清
ら
か
に
照
り
、
水
面
に
澄
ん
だ
光
を
映
し
て
い
る
こ
と
よ
。

（
三
折　

裏　

九
）
向
か
ふ
も
清
く
水
に
澄
む
月

七
三
　
秋
か
け
て
網
代
を
守
る
川
の
瀬
に
　
　
利
在
　

【
式
目
】
秋
（
秋
）　

川
（
水
辺
・
体
）　

瀬
（
水
辺
・
体
）

【
作
者
】
利
在

【
語
釈
】
●
秋
か
け
て　

秋
に
な
っ
て
。
秋
に
な
っ
た
と
い
う
の
で
。「
ふ
り
に
け
り
時
雨
は
袖
に
秋
か
け
て
い
ひ
し
ば
か
り
を
待
つ
と
せ

し
ま
に
」（
新
古
今
集
・
恋
四
・
一
三
三
四
・
皇
太
后
宮
大
夫
俊
成
女
）。「
声
う
ち
し
き
り
松
風
ぞ
吹
く
／
蟬
の
鳴
か
た
つ
山
里
秋
か
け
て
」

（
心
玉
集
・
一
〇
五
八
／
一
〇
五
九
）。「
か
け
て
」
と
い
う
語
句
は
、「
告
げ
て
」
と
い
う
語
義
を
持
ち
、
音
を
発
す
る
も
の
が
「
時
を
告
げ

て
」
と
の
意
味
で
あ
り
、「
～
か
け
て
」
と
い
う
語
句
を
持
つ
歌
に
は
、
音
を
発
す
る
も
の
に
加
え
、
音
を
発
し
な
い
も
の
も
次
第
に
詠
み

こ
ま
れ
て
く
る
よ
う
に
な
り
、「
か
け
て
」
の
意
味
が
不
明
確
に
な
る
に
い
た
っ
た
（
↓
参
考
文
献
岩
佐
氏
論
文
）。
利
在
の
句
に
は
、
例
に

あ
げ
た
歌
句
の
よ
う
な
「
か
け
て
」
と
よ
く
使
わ
れ
る
音
を
表
わ
す
素
材
が
詠
ま
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、「
網
代
」
は
語
釈
に
述
べ
る
よ
う

に
晩
秋
か
ら
冬
の
景
物
で
あ
り
、「
秋
か
け
て
」
の
語
意
と
は
か
み
あ
い
に
く
い
。
●
網
代　

川
魚
を
取
る
仕
掛
け
。
川
の
上
流
に
向
け
、

杭
を
打
ち
、
竹
や
柴
を
組
ん
だ
簀
（
す
）
を
置
い
て
、
魚
を
取
る
。「
網
代
を
守
る
」
と
は
、
夜
に
か
が
り
を
た
い
て
網
代
を
見
守
る
こ
と
。
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「
網
代
」
や
「
網
代
守
」
は
『
連
珠
合
璧
集
』
で
は
「
冬
の
心
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
が
、
心
敬
の
頃
に
は
晩
秋
に
も
詠
ま
れ
て
い
る
。「
木

を
切
る
音
の
信
楽
の
里
／
網
代
打
つ
田
上
川
の
末
の
秋
」（
竹
林
抄
・
秋
・
五
二
一
・
智
蘊
）。「
秋
さ
む
き
田
上
川
の
網
代
守
／
葦
の
ま
ろ

や
は
露
も
た
ま
ら
ず
」（
小
鴨
千
句
第
四
百
韻
・
八
三
／
八
四
・
之
好
／
圭
承
）。

【
付
合
】
水
面
に
映
る
月
を
網
代
を
守
る
番
人
の
目
に
映
っ
た
景
と
す
る
。
仏
教
的
な
観
想
の
世
界
と
殺
生
の
業
を
対
比
さ
せ
た
か
。

【
一
句
立
】
秋
に
な
っ
て
、
網
代
の
見
張
り
を
し
て
い
る
川
の
瀬
に
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

見
る
と
月
は
、
水
面
に
清
く
澄
ん
だ
光
を
映
し
て
い
る
こ
と
よ
。）
秋
に
な
っ
て
、
月
の
清
く
映
る
川
瀬
で
網
代

を
見
張
っ
て
い
る
。

（
三
折　

裏　

十
）
秋
か
け
て
網
代
を
守
る
川
の
瀬
に

七
四
　
薄
霧
白
き
田
上
の
郷
　
　
立
承
　

【
式
目
】
秋
（
薄
霧
）　

薄
霧
（
聳
物
）　

田
上
（
名
所
）

【
作
者
】
立
承

【
語
釈
】
●
田
上　

近
江
国
栗
太
郡
、
現
在
の
大
津
市
南
部
に
あ
る
、
瀬
田
川
の
東
方
の
地
。
信
楽
に
源
を
発
す
る
田
上
川
（
大
戸
川
）

が
瀬
田
川
に
流
れ
込
む
。「
月
影
の
田
上
川
に
清
け
れ
ば
網
代
に
氷
魚
の
よ
る
も
見
え
け
り
」（
拾
遺
集
・
雑
秋
・
一
一
三
三
・
清
原
元
輔
）。

「
や
な
く
づ
れ
鮎
は
し
る
瀬
は
岩
間
に
て
／
も
る
田
上
の
郷
の
人
を
と
」（
顕
証
院
会
千
句
第
三
百
韻
・
九
九
／
一
〇
〇
・
宗
砌
／
圭
（
盛

滋
））。

【
付
合
】
前
句
の
川
を
、
網
代
で
氷
魚
を
取
る
の
が
有
名
な
田
上
川
と
し
た
。
田
上
川
は
田
上
山
の
砂
を
流
し
出
し
て
い
る
た
め
、
浅
瀬

を
多
く
持
つ
。『
堀
河
百
首
』
に
も
「
網
代
」
の
題
で
田
上
川
が
多
く
詠
ま
れ
て
い
る
。「
氷
魚
ト
ア
ラ
バ
、
網
代　

田
上
河
」（
連
珠
合
璧

集
）。

【
一
句
立
】
薄
霧
が
白
く
か
か
る
田
上
の
郷
。
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【
現
代
語
訳
】（
前
句　

秋
に
な
っ
て
、
網
代
の
番
を
し
て
い
る
、
そ
の
川
瀬
に
は
、）
薄
い
川
霧
が
白
く
か
か
る
田
上
の
郷
で
あ
る
。

（
三
折　

裏　

十
一
）
薄
霧
白
き
田
上
の
郷

七
五
　
衣
手
に
あ
さ
け
の
霜
や
ま
よ
ふ
ら
ん
　
　
隆
蓮
　

【
式
目
】
冬
（
霜
）　

霜
（
降
物
）

【
作
者
】
隆
蓮

【
語
釈
】
●
衣
手　

着
物
の
袖
。「
衣
手
ト
ア
ラ
バ
、
袖
同
也
」（
連
珠
合
璧
集
）。
●
あ
さ
け　
「
朝
明
け
」
の
約
か
ら
、
朝
、
夜
が
明
け

そ
め
る
こ
ろ
。「
秋
た
ち
て
幾
日
も
あ
ら
ね
ば
こ
の
ね
ぬ
る
朝
け
の
風
は
袂
さ
む
し
も
」（
万
葉
集
・
秋
雑
・
一
五
五
九
・
安
貴
王
、
拾
遺
集

一
四
一
に
再
録
、
た
だ
し
第
二
句
「
い
く
日
も
あ
ら
ね
ど
」
第
五
句
「
た
も
と
す
ず
し
も
」）。「
水
ぐ
き
の
を
か
の
や
か
た
に
い
も
と
あ
れ

と
寝
て
の
朝
け
の
霜
の
ふ
り
は
も
」（
古
今
集
・
大
歌
所
御
歌
・
一
〇
七
二
）。「
冬
が
れ
の
朝
け
の
霜
も
白
妙
の
袖
に
色
な
き
ま
野
の
萩
原
」

（
耕
雲
千
首
・
原
寒
草
・
五
三
一
）。
●
霜
ま
よ
ふ　

霜
が
あ
た
り
が
わ
か
ら
な
く
な
る
ほ
ど
ひ
ど
く
降
る
状
況
。「
霜
迷
ふ
空
に
し
を
れ
し

か
り
が
ね
の
か
へ
る
つ
ば
さ
に
春
雨
ぞ
降
る
」（
新
古
今
集
・
春
上
・
六
三
・
藤
原
定
家
）。「
朝
ま
だ
き
峯
の
梯
か
す
む
な
り
遠
方
人
に
霜

迷
ふ
ら
ん
」（
心
敬
集
・
橋
霜
・
三
九
五
）。「
薄
散
る
夕
の
原
の
寒
き
日
に
／
袖
よ
り
霜
や
置
ま
よ
ふ
ら
む
」（
年
次
不
詳
何
船
百
韻
「
散
し

え
ぬ
」・
二
一
／
二
二
・
心
敬
／
行
助
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
田
上
」
に
地
名
「
田
上
」
の
枕
詞
で
あ
る
「
衣
手
」
を
付
け
た
。「
～
衣
手
の　

田
上
山
の　

真
木
さ
く　

檜
の
つ
ま

で
を　

も
の
の
ふ
の　

八
十
宇
治
川
に　

玉
藻
な
す　

浮
か
べ
流
せ
れ
～
」（
万
葉
集
・
巻
一
・
五
〇
・
藤
原
宮
の
役
民
が
作
る
歌
）。
ま

た
、
こ
こ
は
「
霧
」
に
「
霜
」
を
付
け
て
い
る
。「
霧
」
に
降
物
は
可
嫌
打
越
物
で
あ
る
が
、
こ
の
百
韻
で
は
「
霧
」
と
降
物
が
連
続
す
る

こ
と
は
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば
第
八
句
「
霧
降
る
野
路
の
末
の
は
る
け
さ
」
に
は
第
九
句
「
か
き
く
ら
す
雪
に
や
里
も
か

す
む
ら
ん
」
を
付
け
て
い
る
。

【
一
句
立
】
着
物
の
袖
に
は
、
夜
明
け
方
の
霜
が
ま
っ
白
に
な
る
ほ
ど
も
多
く
置
い
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
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【
現
代
語
訳
】（
前
句　

薄
い
霧
が
白
く
か
か
っ
て
い
る
こ
こ
田
上
の
郷
。）
着
物
の
袖
に
は
、
夜
明
け
の
霜
が
ま
っ
白
に
な
る
ほ
ど
に
置

い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

（
三
折　

裏　

十
二
）
衣
手
に
あ
さ
け
の
霜
や
ま
よ
ふ
ら
ん

七
六
　
道
行
く
人
の
わ
く
る
冬
の
野
　
　
円
秀
　
　
　
　
　
　
　

【
式
目
】
冬
（
冬
の
野
）　

人
（
人
倫
）

【
作
者
】
円
秀

【
語
釈
】
●
道
行
く
人　

道
を
た
ど
る
人
。「
夏
山
の
影
を
し
げ
み
や
た
ま
ぼ
こ
の
道
行
く
人
も
立
ち
と
ま
る
ら
ん
」（
拾
遺
集
・
夏
・

一
三
〇
・
紀
貫
之
）。「
は
な
を
え
に
道
行
人
の
あ
ふ
ち
か
な
」（
法
眼
専
順
連
謌
・
二
三
五
）。
●
冬
の
野　

冬
野
は
朝
夕
に
霜
が
降
り
る
こ

と
が
詠
ま
れ
る
。「
あ
さ
ま
だ
き
ま
だ
霜
消
え
ぬ
浅
茅
原
冬
野
の
草
は
末
ぞ
悲
し
き
」（
拾
玉
集
・
朝
野
寒
草
・
三
三
二
五
）。「
か
ら
く
れ
な

ゐ
を
撫
子
の
色
／
朝
ぼ
ら
け
深
き
冬
野
の
霜
解
け
て
」（
石
山
四
吟
千
句
第
一
百
韻
・
三
二
／
三
三
・
大
覚
寺
義
俊
／
紹
巴
）。

【
付
合
】「
衣
手
」
を
冬
の
野
の
道
を
行
く
人
の
も
の
と
し
て
付
け
た
。

【
一
句
立
】
道
を
た
ど
る
人
が
わ
け
て
進
ん
で
い
く
冬
の
野
原
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

着
物
の
袖
に
は
、
夜
明
け
の
霜
が
ま
っ
白
に
な
る
ほ
ど
に
置
い
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。）
そ
ん
な
ふ
う
に
寒
そ

う
に
、
道
を
た
ど
る
人
が
わ
け
て
い
く
冬
の
野
原
の
様
子
。

（
三
折　

裏　

十
三
）
道
行
く
人
の
わ
く
る
冬
の
野

七
七
　
枯
れ
て
だ
に
草マ

マ

の
色
も
か
く
ろ
は
で
　
　
伝
芳

【
式
目
】
冬
（
枯
れ
）

【
作
者
】
伝
芳
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【
語
釈
】
●
枯
れ
て
だ
に　

枯
れ
て
い
て
さ
え
。
●
草
の
色
も　
「
草
葉
の
色
も
」
で
あ
ろ
う
か
。「
草
葉
の
色
」
は
、
一
般
に
枯
れ
て
茶

色
に
な
る
前
の
緑
色
の
時
期
を
表
現
し
、
春
の
あ
ざ
や
か
な
色
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。「
春
は
い
ま
だ
草
葉
の
色
も
あ
さ
み
ど
り
霞
ぞ

深
き
武
蔵
野
の
原
」（
範
宗
集
・
一
一
六
）。「
初
霧
わ
た
る
野
こ
そ
遠
け
れ
／
雁
ぞ
鳴
く
草
葉
の
色
や
か
は
る
ら
ん
」（
行
助
句
集
・
一
五
九

／
一
六
〇
）。
ま
た
は
「
草
木
の
色
も
」
か
。「
心
と
め
て
草
木
の
色
も
な
が
め
お
か
ん
面
影
に
だ
に
秋
や
残
る
と
」（
玉
葉
集
・
秋
下
・
暮

秋
十
首
歌
た
て
ま
つ
り
し
時
・
八
三
二
・
京
極
為
兼
）。
●
か
く
ろ
は
で　

隠
れ
た
ま
ま
で
い
な
い
で
。「
隠
ろ
ふ
」
は
「
隠
る
」
に
接
尾
語

「
ふ
」
が
接
し
た
「
隠
ら
ふ
」
の
転
。「
隠
ろ
は
で
」
は
『
新
編
国
歌
大
観
』、『
新
編
私
家
集
大
成
』
を
検
し
て
も
見
え
な
い
。「
隠
ろ
ふ
」

が
否
定
形
と
し
て
用
い
ら
れ
る
の
は
一
般
的
で
な
い
の
を
、
あ
え
て
用
い
て
い
る
の
は
古
雅
な
趣
を
出
そ
う
と
し
た
の
か
。「
隠
ろ
ふ
」
の

例
と
し
て
は
「
星
み
ゆ
る
夏
毛
の
鹿
の
か
く
ろ
ひ
て
富
士
の
裾
野
に
繁
る
高
草
」（
建
長
八
年
百
番
歌
合
・
八
六
九
・
衣
笠
家
良
）「
あ
た
た

め
酒
に
指
を
こ
そ
さ
せ
／
竹
の
葉
に
を
し
へ
し
宿
は
か
く
ろ
ひ
て
」（
心
敬
句
集
苔
筵
・
二
一
一
七
／
二
一
一
八
）。

【
付
合
】
枯
れ
て
半
ば
倒
れ
た
草
に
は
、
人
の
姿
も
隠
れ
る
こ
と
も
な
い
が
、
草
の
中
に
も
ま
だ
青
い
色
が
残
っ
て
い
る
と
し
て
い
る
。

枯
れ
た
冬
野
は
う
ら
寂
し
く
、
寒
々
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
あ
え
て
そ
こ
に
草
の
色
を
見
、
句
境
転
換
の
契
機
と
し
た
。

【
一
句
立
】
枯
れ
て
い
て
さ
え
も
、
草
の
色
も
隠
れ
て
し
ま
わ
ず
、
青
い
色
が
残
っ
て
い
て
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

道
行
く
人
が
わ
け
て
進
ん
で
い
く
冬
の
野
原
。）
そ
の
野
原
は
、
枯
れ
て
い
て
さ
え
も
、
草
の
色
も
、
そ
こ
を
わ

け
行
く
人
の
姿
同
様
に
隠
れ
て
し
ま
わ
ず
、
青
い
色
が
残
っ
て
い
て
。

（
三
折　

裏　

十
四
）
枯
れ
て
だ
に
草マ

マ

の
色
も
か
く
ろ
は
で

七
八
　
心
の
種
ぞ
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る
　
　
有
実
　

【
式
目
】
雑
（
心
の
種
）

【
作
者
】
有
実

【
語
釈
】
●
心
の
種　

人
間
の
心
中
の
思
い
。「
や
ま
と
歌
は
人
の
心
を
種
と
し
て
よ
ろ
づ
の
言
の
葉
と
ぞ
な
れ
り
け
る
」（
古
今
集
仮
名
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序
）。「
春
は
ま
づ
人
の
心
を
種
と
て
や
冬
野
の
草
の
下
に
も
ゆ
ら
ん
」（
拾
塵
集
・
八
八
〇
・
寒
草
）。「
世
世
朽
ち
ぬ
心
の
種
の
あ
ひ
生
は

し
る
や
住
の
江
高
砂
の
松
」（
心
敬
集
・
松
契
齢
・
三
〇
二
）。
●
さ
ま
ざ
ま
に　

い
ろ
い
ろ
と
。「
さ
ま
ざ
ま
に
千
々
の
草
木
の
種
は
あ
れ

ど
一
つ
雨
に
ぞ
恵
み
そ
め
ぬ
る
」（
玉
葉
集
・
釈
教
・
薬
草
喩
品
の
心
を
詠
ま
せ
給
う
け
る
・
二
六
四
九
・
崇
徳
院
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
草
」
に
「
種
」
を
付
け
た
。
前
句
の
「
草
」
は
、
心
の
「
種
」
か
ら
生
え
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
で
あ
る
と
解
せ
る
。

【
一
句
立
】
人
の
心
の
物
思
い
の
種
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
の
だ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

枯
れ
て
い
て
さ
え
も
、
草
の
色
も
隠
れ
て
し
ま
わ
ず
、
青
い
色
が
残
っ
て
い
る
様
子
で
あ
っ
て
。）
草
の
種
だ
け

で
な
く
、
心
の
思
い
の
種
も
い
ろ
い
ろ
と
あ
る
の
だ
。

（
名
残
折　

表　

一
）
心
の
種
ぞ
さ
ま
ざ
ま
に
あ
る

七
九
　
さ
ら
ば
又
恨
み
も
は
て
ぬ
物
思
ひ
　
　
立
承
　

【
式
目
】
恋
（
恨
み
・
物
思
ひ
）　
「
恨
み
・
恨
む
」
如
此
云
か
へ
て
二
句
、
他
准
之
（
一
座
二
句
物
）

【
作
者
】
立
承

【
語
釈
】
●
さ
ら
ば
ま
た　

そ
れ
で
ま
た
。
そ
ん
な
ふ
う
で
あ
る
な
ら
ま
た
。「
さ
ら
ば
ま
た
桜
に
匂
へ
梅
の
花
」（
大
発
句
帳
・
春
・

四
〇
九
）。
●
恨
み
も
は
て
ぬ　
（
あ
の
人
の
愛
情
の
な
さ
を
）
い
く
ら
恨
ん
で
も
恨
み
た
り
な
い
。「
つ
れ
な
き
を
恨
み
も
は
て
ぬ
し
の
の

め
に
と
り
あ
へ
ぬ
ま
で
お
ど
ろ
か
す
ら
む
」（
源
氏
物
語
・
帚
木
・
光
源
氏
）。

【
付
合
】「
心
の
種
」
が
「
物
思
ひ
」
を
発
現
さ
せ
る
。「
か
く
ば
か
り
な
ぐ
さ
め
草
の
種
よ
り
も
い
か
で
咲
く
ら
む
物
思
ひ
の
花
」（
な
ぐ

さ
み
草
・
四
三
・
正
徹
）。

【
一
句
立
】
そ
ん
な
ふ
う
で
ま
た
、
恨
ん
で
も
恨
み
た
り
な
い
物
思
い
と
な
る
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

人
の
心
の
物
思
い
の
種
と
い
う
の
は
い
ろ
い
ろ
あ
っ
て
。）
そ
う
す
る
と
そ
れ
は
ま
た
、
恨
ん
で
も
恨
み
た
り
な

い
物
思
い
に
な
る
の
だ
。
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（
名
残
折　

表　

二
）
さ
ら
ば
又
う
ら
み
も
は
て
ぬ
物
思
ひ

八
〇
　
霞
む
も
悲
し
し
の
ぶ
夜
の
月
　
　
心
敬

【
式
目
】
春
（
霞
む
）・
恋
（
し
の
ぶ
）　

霞
む
（
春
の
心
）　

忍
ぶ
夜
（
夜
分
）　

月
（
光
物
）　

月
与
月
（
可
隔
七
句
物
）　

【
作
者
】
心
敬

【
語
釈
】
●
霞
む
も
悲
し　

霞
ん
で
い
る
の
も
悲
し
い
こ
と
だ
。
月
が
霞
む
と
、
実
の
な
い
男
は
そ
れ
を
口
実
に
や
っ
て
来
な
い
。「
朝
ぼ

ら
け
霞
む
も
つ
ら
し
別
れ
て
は
い
つ
か
あ
は
づ
の
船
の
行
末
」（
心
敬
集
・
湖
上
朝
霞
・
一
〇
二
）
と
心
敬
自
身
の
和
歌
に
も
あ
る
よ
う
に
、

「
霞
む
も
つ
ら
し
」
が
普
通
で
あ
り
、「
か
す
む
も
悲
し
」
は
珍
し
く
、
和
歌
に
も
連
歌
に
も
こ
の
句
し
か
管
見
に
入
ら
な
い
。「
霞
む
も
つ

ら
し
」
で
あ
る
な
ら
ば
、
一
縷
の
望
み
を
残
し
た
女
性
の
思
い
と
な
る
が
、「
霞
む
も
悲
し
」
で
は
、
よ
り
絶
望
の
程
度
が
強
く
な
り
、
前

句
で
表
現
さ
れ
た
は
な
は
だ
し
い
恋
の
悲
し
み
と
釣
り
合
い
の
取
れ
る
、
あ
き
ら
め
ざ
る
を
得
な
い
女
性
の
恋
の
句
と
な
る
。
●
し
の
ぶ
夜

の
月　

あ
の
人
を
訪
ね
よ
う
と
す
る
夜
に
出
て
い
る
月
。「
忍
ぶ
夜
の
道
さ
ま
た
げ
の
霞
ゆ
ゑ
そ
こ
と
知
ら
ね
ば
行
く
空
も
な
し
」（
基
佐

集
・
し
の
び
ま
ど
ふ
こ
ひ
を
、
か
す
み
に
よ
せ
て
・
二
五
八
）。「
い
と
ふ
と
や
思
ひ
を
あ
き
や
た
づ
ぬ
ら
む
／
あ
や
に
く
な
れ
や
忍
ぶ
夜
の

月
」（
太
神
宮
法
楽
千
句
第
一
百
韻
・
二
五
／
二
六
・
宗
長
）。

【
付
合
】「
は
て
ぬ
」
に
「
霞
む
」
を
付
け
る
。
前
句
で
は
、
待
つ
身
の
女
性
の
悲
痛
な
心
情
で
あ
る
が
、
そ
こ
か
ら
離
れ
る
た
め
に
、
付

句
で
は
通
う
側
の
男
性
の
行
動
に
思
い
を
馳
せ
、
ま
た
一
句
で
春
の
物
思
い
と
取
れ
る
形
に
す
る
。
一
句
で
は
、
女
性
を
訪
ね
る
の
を
躊
躇

す
る
男
性
の
句
で
あ
り
、
付
合
で
は
、
男
性
の
そ
う
し
た
行
動
に
よ
り
、
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
あ
ら
た
に
悲
し
み
を
誘
わ
れ
る
女

性
の
姿
を
表
現
す
る
。

【
一
句
立
】
春
の
霞
に
月
が
霞
ん
で
い
る
の
も
悲
し
い
こ
と
よ
。
恋
人
を
訪
ね
よ
う
と
す
る
夜
の
月
が
霞
ん
で
し
ま
っ
て
暗
い
と
、
恋
し

い
人
を
訪
ね
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

そ
ん
な
ふ
う
で
あ
る
な
ら
ま
た
、
そ
れ
は
待
つ
側
の
恨
ん
で
も
恨
み
た
り
な
い
物
思
い
と
な
る
。）
春
の
霞
に
月

が
霞
ん
で
い
る
の
も
悲
し
い
こ
と
よ
。
恋
人
を
訪
ね
よ
う
と
す
る
夜
の
月
が
霞
ん
で
し
ま
っ
て
暗
い
と
、
そ
れ
を
い
い
わ
け
に
恋
し
い
人
は
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訪
ね
て
こ
な
い
の
だ
。

（
名
残
折　

表　

三
）　

霞
む
も
悲
し
し
の
ぶ
夜
の
月

八
一
　
春
の
来
て
何
に
涙
の
落
ち
ぬ
ら
む
　
　
伝
芳

【
式
目
】
春
（
春
の
来
て
）　

涙
与
涙
（
七
句
可
隔
物
）

【
作
者
】
伝
芳

【
語
釈
】
●
春
の
来
て　

春
が
来
て
。
春
の
到
来
に
よ
り
新
た
に
明
る
い
光
景
が
眼
前
に
現
出
す
る
こ
と
は
、
新
古
今
時
代
の
歌
人
に

詠
み
試
み
ら
れ
た
。
勅
撰
集
で
は
風
雅
集
初
出
で
あ
り
、
後
に
は
正
広
が
よ
く
使
う
が
、
こ
の
句
の
よ
う
に
春
愁
の
気
持
ち
に
よ
り
、
涙

を
流
す
と
い
う
語
句
が
後
に
続
く
の
は
珍
し
い
。「
春
の
来
て
梅
さ
く
や
ど
の
な
さ
け
か
な
月
影
か
を
る
有
明
の
空
」（
拾
玉
集
・
春
・

二
六
〇
二
）。「「
我
が
宿
を
と
ふ
と
は
な
し
に
春
の
来
て
庭
に
あ
と
あ
る
雪
の
む
ら
消
え
」（
風
雅
集
・
雑
上
・
一
四
一
五
・
夢
窓
国
師
）。

「
春
の
来
て
人
の
た
ち
ぬ
ふ
わ
ざ
な
れ
ば
霞
の
衣
ひ
ま
や
な
か
ら
ん
」（
松
下
集
・
霞
春
衣
・
二
六
三
九
）。「
な
や
ら
ふ
夜
半
に
と
し
は
暮
け

り
／
春
の
来
て
ひ
い
な
遊
は
よ
も
あ
ら
じ
」（
宝
徳
四
年
千
句
第
七
百
韻
・
五
六
／
五
七
・
宗
砌
／
賢
盛
）。
な
お
、「
冬
の
き
て
」
が
第
三

句
に
あ
る
。
●
何
に　

な
ん
の
た
め
に
。「
思
は
じ
と
思
ひ
と
り
て
も
立
ち
か
へ
り
何
に
涙
の
又
こ
ぼ
る
ら
む
」（
文
保
百
首
・
七
八
四
・
西

園
寺
公
顕
）

【
付
合
】「
霞
む
」
に
「
春
」
が
つ
く
。
付
句
に
よ
り
、
前
句
の
「
霞
む
も
」
が
霞
で
か
す
む
だ
け
で
な
く
、
涙
で
目
が
か
す
ん
で
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
前
句
は
、「
忍
ぶ
」
を
密
か
に
恋
慕
う
感
情
と
捉
え
る
と
、
来
な
い
男
性
の
訪
れ
を
待
つ
女
性
の
句
。
七
九
、八
〇
の
恋
の
風

情
に
重
な
り
つ
つ
離
れ
て
、
春
愁
の
句
に
仕
立
て
て
い
る
か
。

【
一
句
立
】
春
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
で
涙
が
落
ち
る
の
だ
ろ
う
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

春
の
霞
に
霞
ん
で
見
え
る
だ
け
で
な
く
、
涙
で
か
す
ん
で
見
え
る
の
も
悲
し
い
こ
と
よ
。
訪
れ
て
く
れ
な
い
あ
の

人
を
思
い
な
が
ら
見
る
夜
の
月
が
。）
春
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
で
涙
が
落
ち
る
の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
つ
れ
な
い
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あ
の
人
を
恋
い
慕
っ
て
い
る
た
め
な
の
だ
。

（
名
残
折　

表　

四
）
春
の
来
て
何
に
涙
の
落
ち
ぬ
ら
む

八
二
　
身
を
知
る
人
は
の
ど
か
に
も
な
し
　
　
毘
親

【
式
目
】
春
（
の
ど
か
）　

身
（
人
倫
）　

人
（
人
倫
）

【
作
者
】
毘
親

【
語
釈
】
●
身
を
知
る　

我
が
身
が
は
か
な
く
取
る
に
足
り
な
い
あ
り
さ
ま
で
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い
る
。「
数
々
に
思
ひ
思
は
ず
問
ひ
が

た
み
身
を
知
る
雨
は
降
り
ぞ
ま
さ
れ
る
」（
古
今
集
・
恋
四
・
在
原
業
平
・
七
〇
五
、
伊
勢
物
語
一
〇
七
段
）
よ
り
来
る
詞
で
あ
り
、
元
来

は
、
恋
人
に
大
切
に
思
わ
れ
て
い
な
い
我
が
身
を
痛
感
し
、
悲
し
み
に
涙
す
る
状
況
を
表
現
す
る
詞
。「
わ
す
ら
る
る
身
を
知
る
袖
の
村
雨

に
つ
れ
な
く
山
の
月
は
い
で
け
り
」（
後
鳥
羽
院
御
集
・
遇
不
逢
恋
・
一
五
八
二
）。「
数
な
ら
ぬ
身
を
知
る
袖
の
涙
と
も
月
よ
り
外
は
た
れ

か
と
ふ
べ
き
」（
新
後
拾
遺
集
・
秋
下
・
三
八
一
・
法
眼
慶
融
）。「
身
を
知
る
人
」
は
、
和
歌
で
は
二
例
、
連
歌
で
は
管
見
で
は
看
聞
日
記

紙
背
連
歌
に
三
例
と
こ
の
一
例
。「
つ
く
づ
く
と
日
を
ふ
る
さ
と
の
春
雨
や
身
を
知
る
人
の
涙
な
る
ら
ん
」（
為
忠
家
初
度
百
首
・
閑
中
春

雨
・
六
九
・
藤
原
顕
広
（
俊
成
））。「
霞
み
て
は
空
高
か
ら
ず
降
雨
に
／
身
を
知
る
人
や
世
を
い
と
ふ
ら
ん
」（
看
聞
日
記
紙
背
応
永
二
九
年

三
月
二
八
日
何
人
百
韻
・
一
九
／
二
〇
・
行
光
／
善
喜
）。
応
永
期
に
は
、「
身
を
知
る
人
」
は
、
わ
が
身
の
は
か
な
さ
を
思
い
知
り
、
世
を

す
て
る
気
持
ち
を
抱
く
と
の
理
解
が
あ
る
（「
身
を
知
る
人
」
連
歌
用
例
）。「
身
を
知
る
」
の
意
味
は
、
こ
の
よ
う
に
恋
の
意
識
か
ら
離
れ

て
き
て
お
り
、
そ
れ
を
も
と
に
毘
親
の
句
は
作
ら
れ
た
か
。
●
の
ど
か
に
も
な
し　

穏
や
か
な
気
持
ち
で
も
な
い
。
春
の
気
持
ち
が
の
ど
か

で
は
な
い
と
い
う
発
想
は
、
花
を
惜
し
む
気
持
ち
ゆ
え
か
ら
と
、
古
来
業
平
歌
で
よ
く
知
ら
れ
る
。「
世
の
中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば

春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」（
古
今
集
・
春
上
・
五
三
・
在
原
業
平
、
伊
勢
物
語
八
二
段
）。「
桜
は
咲
け
ど
の
ど
か
に
も
な
し
／
花
よ
な

ど
風
も
吹
あ
へ
ず
な
ら
ふ
ら
ん
」（
壁
草
（
大
阪
天
満
宮
文
庫
本
）・
一
八
七
／
一
八
八
）。

【
付
合
】
前
句
は
一
句
で
は
春
な
の
に
愁
い
を
感
じ
る
こ
と
を
い
ぶ
か
し
む
人
の
気
持
ち
と
な
り
、
付
句
で
、
愁
い
を
感
じ
る
こ
と
を
す
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な
わ
ち
「
身
を
知
る
」
こ
と
と
し
て
、「
身
を
知
る
」
人
物
の
心
中
を
忖
度
す
る
。「
涙
」
か
ら
「
身
を
知
る
」
を
出
し
、
春
の
愁
の
イ
メ
ー

ジ
か
ら
付
句
に
「
の
ど
か
」
を
出
す
。

【
一
句
立
】
我
が
身
が
は
か
な
く
取
る
に
足
り
な
い
と
知
っ
て
い
る
人
は
、
の
ん
び
り
と
世
を
す
ご
す
気
持
ち
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

春
が
や
っ
て
き
た
と
い
う
の
に
、
ど
う
い
う
わ
け
で
涙
が
落
ち
る
の
だ
ろ
う
。）
我
が
身
が
は
か
な
く
取
る
に
足

り
な
い
と
知
っ
て
い
る
人
は
、
穏
や
か
な
気
持
ち
で
世
を
す
ご
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
悲
し
み
ゆ
え
に
涙
が
流
れ
る
の
だ
。

（
名
残
折　

表　

五
）
身
を
知
る
人
は
の
ど
か
に
も
な
し

八
三
　
世
の
中
を
明
日
と
頼
む
は
お
ろ
か
に
て
　
　
心
敬

【
式
目
】
雑　

世
只
一　

浮
世
世
中
の
間
に
一　

恋
世
一　

前
世
後
世
な
ど
に
一
（
一
座
五
句
物
）　

今
日
に
昨
日
、
明
日
（
可
嫌
打
越
物
・
新
式
今

案
）　

世
と
浮
世
世
中
（
可
嫌
打
越
物
・
新
式
今
案
）　

【
作
者
】
心
敬

【
語
釈
】
●
世
の
中　

こ
の
世
。
●
明
日
と
頼
む　

明
日
が
あ
る
と
頼
み
に
す
る
。「
こ
の
う
さ
に
猶
な
が
ら
ふ
る
つ
れ
な
さ
は
明
日
と
た

の
め
ば
ま
た
や
待
た
れ
ん
」（
親
子
集
・
恋
・
三
六
）。「
明
日
あ
り
と
思
ふ
心
に
ほ
だ
さ
れ
て
け
ふ
も
む
な
し
く
暮
し
ぬ
る
か
な
」（
源
承
和

歌
口
伝
・
二
八
五
・
源
承
）
●
お
ろ
か
に
て　

愚
か
な
こ
と
で
あ
っ
て
。「
せ
め
て
身
を
知
る
と
や
い
は
ん
愚
に
て
世
に
あ
り
ふ
る
を
な
げ

く
こ
こ
ろ
は
」（
亜
槐
集
・
雑
上
・
一
〇
九
〇
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
身
を
知
る
」
を
、
い
つ
死
ぬ
と
も
し
れ
な
い
わ
が
身
の
上
を
理
解
し
て
い
る
と
と
り
、
無
常
の
世
の
認
識
を
付
け
る
。

「
う
つ
つ
な
き
身
を
知
る
人
や
つ
き
も
せ
ぬ
本
の
命
に
立
ち
帰
る
べ
き
」（
他
阿
上
人
集
・
無
常
・
一
一
五
〇
）。「
の
ど
か
」
か
ら
「
世
の

中
」
を
出
し
た
。
八
一
、八
二
に
流
れ
る
春
の
愁
の
気
持
ち
か
ら
、
伊
勢
物
語
の
業
平
歌
を
思
い
、
そ
の
詞
を
表
に
出
し
て
つ
な
ぐ
。「
世
の

中
に
た
え
て
桜
の
な
か
り
せ
ば
春
の
心
は
の
ど
け
か
ら
ま
し
」（
古
今
・
春
上
・
五
三
・
在
原
業
平
、
伊
勢
物
語
八
二
段
）。
さ
ら
に
、
ま
た

「
世
の
中
」
を
「
男
女
の
仲
」
と
考
え
た
場
合
、
雨
が
降
り
そ
う
な
の
で
訪
れ
る
の
を
翌
日
の
ば
し
に
し
よ
う
と
す
る
男
の
イ
メ
ー
ジ
を
考
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え
る
こ
と
が
で
き
、
伊
勢
物
語
一
〇
七
段
の
逸
話
を
ふ
ま
え
た
付
合
と
な
る
。

【
一
句
立
】
常
な
ら
ぬ
こ
の
世
の
中
を
、
明
日
が
あ
る
か
ら
と
頼
み
に
し
て
う
か
う
か
と
す
ご
す
の
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
っ
て
。
徒
然
草

一
八
八
段
の
登
蓮
法
師
の
逸
話
や
一
八
九
段
を
思
わ
せ
る
。「
人
あ
ま
た
あ
り
け
る
中
に
て
、
あ
る
者
、「
ま
す
ほ
の
薄
、
ま
そ
を
の
薄
な
ど

い
ふ
こ
と
あ
り
。
渡
辺
な
る
聖
、
此
事
を
伝
へ
知
り
た
り
」
と
語
り
け
る
を
、
登
蓮
法
師
、
其
座
に
侍
け
る
が
聞
き
て
、
雨
の
降
り
け
る

に
、「
蓑
、
笠
や
あ
る
。
貸
し
給
へ
。
か
の
薄
の
事
習
ひ
に
、
渡
辺
の
聖
の
が
り
尋
ね
ま
か
ら
む
」
と
言
ひ
け
る
を
、「
余
り
に
物
騒
が
し
。

雨
止
み
て
こ
そ
」
と
人
の
言
ひ
け
れ
ば
、「
む
げ
の
こ
と
を
ば
仰
せ
ら
る
る
物
か
な
。
人
の
命
は
雨
の
晴
れ
間
を
も
待
つ
物
か
は
。
我
も
死

に
、
聖
も
失
せ
な
ば
、
尋
聞
き
て
ん
や
」
と
て
、
走
り
出
で
て
行
つ
つ
、
習
ひ
侍
に
け
り
と
申
伝
た
る
こ
そ
、
ゆ
ゆ
し
く
あ
り
が
た
く
覚
ゆ

れ
。
敏
時
は
す
な
は
ち
効
あ
り
と
ぞ
、
論
語
と
云
文
に
も
侍
な
る
。
此
薄
を
い
ぶ
か
し
く
思
ひ
け
る
や
う
に
、
一
大
事
の
因
縁
を
ぞ
思
ふ
べ

か
り
け
る
。」（
徒
然
草
一
八
八
段
）。「
今
日
は
其
事
を
な
さ
む
と
思
へ
ど
、
あ
ら
ぬ
急
ぎ
先
出
で
来
て
ま
ぎ
れ
暮
し
、
待
つ
人
は
障
り
て
、

頼
め
ぬ
人
は
来
り
、
頼
み
た
る
方
の
こ
と
は
違
ひ
て
、
思
ひ
寄
ら
ぬ
道
ば
か
り
は
叶
ひ
ぬ
。（
中
略
）
か
ね
て
の
あ
ら
ま
し
、
皆
違
ひ
ゆ
く

か
と
思
ふ
に
、
を
の
づ
か
ら
違
は
ぬ
こ
と
も
あ
れ
ば
、
い
よ
〳
〵
物
は
定
が
た
し
。
不
定
と
心
え
ぬ
る
の
み
、
ま
こ
と
に
て
違
は
ず
。」（
徒

然
草
一
八
九
段
）。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

わ
が
身
が
何
時
ど
う
な
る
か
も
わ
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
の
ん
び
り
と
も
し
て
い
な
い
。）

常
な
ら
ぬ
こ
の
世
の
中
を
、
明
日
が
あ
る
か
ら
と
頼
み
に
し
て
う
か
う
か
と
す
ご
す
の
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
っ
て
。

（
名
残
折　

表　

六
）
世
の
中
を
明
日
と
頼
む
は
お
ろ
か
に
て

八
四
　
光
の
か
げ
を
惜
し
み
と
め
ば
や
　
　
有
実

【
式
目
】
雑　

影
に
影
（
可
嫌
打
越
物
）

【
作
者
】
有
実

【
語
釈
】
●
光
の
か
げ　
「
光
陰
」
を
訓
読
し
、
和
ら
げ
た
語
。
月
日
、
時
間
。「
さ
も
あ
ら
ば
あ
れ
と
て
な
ど
か
急
ぐ
ら
む
／
光
の
陰
ぞ
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人
を
思
は
ぬ
」（
竹
林
抄
・
雑
上
・
一
二
三
七
・
心
敬
）。「
惜
し
む
に
も
光
の
陰
は
と
ど
ま
ら
で
／
果
て
ぞ
我
が
身
の
年
の
暮
な
る
」（
新
撰

菟
玖
波
集
・
冬
・
一
二
八
二
／
一
二
八
三
・
近
衛
政
家
）。

【
付
合
】
明
日
が
あ
る
と
頼
み
に
す
る
こ
と
の
お
ろ
か
さ
を
説
く
前
句
に
、
月
日
の
流
れ
を
と
ど
め
た
い
と
い
う
か
な
わ
ぬ
思
い
を
付
け

た
。
前
句
は
常
な
ら
ぬ
世
を
意
識
す
る
こ
と
を
説
く
の
に
、
付
句
は
常
な
ら
ぬ
こ
と
を
変
え
た
い
と
言
う
。
前
句
の
真
意
を
理
解
し
て
い
な

い
付
句
と
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
明
日
を
当
て
に
暮
ら
す
愚
か
さ
を
諭
す
前
句
に
、
そ
れ
な
ら
ば
明
日
が
来
な
い
よ
う
に
時
を
止
め
た
い

も
の
だ
と
諭
し
に
逆
ら
っ
て
み
せ
た
諧
謔
の
付
合
と
も
考
え
ら
れ
る
か
。

【
一
句
立
】
月
日
が
過
ぎ
る
の
を
惜
し
み
と
ど
め
た
い
も
の
だ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

常
な
ら
ぬ
こ
の
世
の
中
を
、
明
日
が
あ
る
か
ら
と
頼
み
に
し
て
う
か
う
か
と
す
ご
す
の
は
愚
か
な
こ
と
で
あ
る
。）

そ
れ
な
ら
ば
、
過
ぎ
る
月
日
を
惜
し
み
と
ど
め
た
い
も
の
だ
。

（
名
残
折　

表　

七
）
光
の
か
げ
を
惜
し
み
と
め
ば
や

八
五
　
暮
れ
わ
た
る
窓
よ
り
を
ち
に
飛
ぶ
蛍
　
　
隆
蓮

【
式
目
】
夏
（
蛍
）　

夜
分
（
蛍
）　

蛍
（
一
座
一
句
物
）　

窓
（
居
所
・
体
）

【
作
者
】
隆
蓮

【
語
釈
】
●
暮
れ
わ
た
る　

あ
た
り
一
面
完
全
に
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
語
は
、
空
や
海
な
ど
広
々
し
た
遠
景
を
詠
む
語
で
あ
り
、
こ

の
句
で
「
窓
」
が
続
く
の
は
少
し
違
和
感
が
あ
る
。
勅
撰
集
で
は
『
新
続
古
今
集
』
が
初
出
と
和
歌
へ
の
登
場
は
遅
い
。「
暮
わ
た
る
峯
の

松
原
ほ
の
ぼ
の
と
木
の
ま
し
ら
れ
て
月
ぞ
い
ざ
よ
ふ
」（
新
続
古
今
集
・
雑
上
・
松
月
幽
・
一
七
一
五
・
藤
原
公
綱
）。「
く
れ
わ
た
る
池
の

水
か
げ
見
え
そ
め
て
蛍
も
深
き
思
ひ
に
ぞ
飛
ぶ
」（
続
亜
槐
集
・
一
五
七
・
同
（
享
徳
二
年
）
四
月
廿
一
日
、
室
町
殿
太
神
宮
法
楽
百
首
御

続
歌
に
、
蛍
知
夜
）。「
旅
行
く
方
の
暮
れ
わ
た
る
空
／
出
が
て
の
月
に
宿
と
ふ
野
は
遠
し
」（
年
次
不
詳
何
路
百
韻
「
白
妙
の
」・
四
／
五
・

広
行
／
理
永
）。
●
を
ち　

遠
方
。
近
景
を
通
し
て
光
が
遠
方
に
見
え
る
句
に
「
色
さ
び
し
ほ
の
め
き
の
こ
る
入
日
影
／
浦
よ
り
遠
の
海
士
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の
も
し
ほ
火
」（
宝
徳
四
年
千
句
第
五
百
韻
・
一
一
／
一
二
・
利
在
／
超
心
）、「
床
寒
げ
な
る
雪
の
む
ら
鳥
／
風
渡
る
竹
よ
り
遠
の
暮
る
る

日
に
」（
竹
林
抄
・
雑
上
・
一
一
二
六
・
能
阿
）
な
ど
が
あ
る
。

【
付
合
】
前
句
の
「
光
」
を
蛍
と
見
、
そ
の
影
を
惜
し
む
と
し
て
付
け
た
。「
草
深
き
窓
の
蛍
は
か
げ
消
え
て
あ
く
る
色
あ
る
野
辺
の
白

露
」（
玉
葉
集
・
野
亭
夏
朝
・
三
九
八
・
飛
鳥
井
雅
有
）。

【
一
句
立
】
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
た
外
を
窓
か
ら
見
る
と
、
遠
く
に
飛
ん
で
い
る
蛍
の
光
が
あ
る
。「
空
夜
に
窓
閑
か
な
り
蛍
渡
っ
て
後　

深
更
に
軒
白
し
月
の
明
ら
か
な
る
初
め
」（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
夜
・
一
五
二
・
白
居
易
）
の
面
影
が
あ
る
か
。
僧
た
ち
は
漢
詩
句
の
教
養
を

持
っ
て
い
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

す
ぐ
に
消
え
る
そ
の
光
を
惜
し
み
と
ど
め
た
い
も
の
だ
。）
と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
た
窓
か
ら
見
る
と
、
遠
く
に
光
っ

て
飛
ん
で
い
る
蛍
が
見
え
る
。

（
名
残
折　

表　

八
）
暮
れ
わ
た
る
窓
よ
り
を
ち
に
飛
ぶ
蛍

八
六
　
秋
風
吹
く
と
竹
ぞ
そ
よ
め
く
　
　
利
在

【
式
目
】
秋
（
秋
風
）　

竹
に
草
木
（
可
嫌
打
越
物
）

【
作
者
】
利
在

【
語
釈
】
●
秋
風
吹
く
と　
「
秋
風
が
吹
い
て
い
る
」
と
。
伊
勢
物
語
の
和
歌
「
ゆ
く
蛍
雲
の
上
ま
で
い
ぬ
べ
く
は
秋
風
吹
く
と
雁
に
つ
げ

こ
せ
」（
伊
勢
物
語
四
五
段
、
後
撰
集
・
秋
上
・
二
五
一
・
在
原
業
平
）
に
よ
る
。
秋
が
来
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
言
葉
で
あ
る
。「
と
ぶ
蛍

光
は
雲
の
上
な
が
ら
秋
風
吹
く
と
つ
げ
の
を
ま
く
ら
」（
草
根
集
・
一
九
四
〇
・
永
享
五
年
四
月
七
日
詠
）。
●
そ
よ
め
く　

そ
よ
そ
よ
と

音
を
た
て
て
そ
よ
ぐ
。
こ
こ
は
、
竹
が
「
秋
風
吹
く
」
と
い
う
こ
と
を
そ
よ
め
い
て
告
げ
る
。「
人
の
そ
よ
め
き
て
参
る
気
色
の
あ
り
け
れ

ば
」（
今
昔
物
語
・
巻
二
七
ノ
二
）。
和
歌
で
は
荻
に
使
わ
れ
る
言
葉
で
あ
る
。「
草
葉
そ
よ
め
く
五
月
雨
の
頃
／
さ
男
鹿
の
渡
る
野
原
に
日

は
暮
れ
て
」（
竹
林
抄
・
雑
上
・
一
〇
九
六
・
宗
砌
）、「
荻
の
そ
よ
め
く
夏
の
夕
ぐ
れ
／
浜
風
に
葦
か
る
舟
や
さ
は
る
ら
ん
」（
行
助
句
集
・
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四
五
一
／
四
五
二
）。

【
付
合
】「
蛍
」
に
「
秋
風
」、「
窓
」
に
「
竹
」
を
付
け
た
。「
蛍
ト
ア
ラ
バ
、
秋
風
」（
連
珠
合
璧
集
）。「
竹
ト
ア
ラ
バ
、
窓
」（
連
珠
合

璧
集
）。
遠
景
の
蛍
の
光
と
、
近
景
の
竹
の
葉
音
の
対
比
で
あ
る
。
両
句
の
関
係
は
、
夏
の
終
わ
り
の
蛍
に
、
も
う
秋
に
な
っ
て
秋
風
が
吹

い
て
い
る
よ
と
竹
が
知
ら
せ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
、
付
合
で
の
蛍
は
初
秋
の
蛍
と
な
る
。「
秋
の
始
め
の
心
ナ
ラ
バ
、
蛍
︿
秋
の
詞

を
入
れ
て
﹀」（
連
珠
合
璧
集
）。

【
一
句
立
】「
秋
風
が
吹
い
て
き
た
よ
。」
と
、
竹
が
そ
よ
そ
よ
と
告
げ
て
い
る
こ
と
よ
。
前
の
句
に
ひ
き
つ
づ
き
、「
風
の
竹
に
生
る
夜
窓

の
間
に
臥
せ
り　

月
の
松
を
照
ら
す
時
台
の
上
に
行
く
」（
和
漢
朗
詠
集
・
夏
夜
・
一
五
一
・
白
居
易
）
の
面
影
が
あ
る
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

と
っ
ぷ
り
と
暮
れ
た
窓
か
ら
見
る
と
、
遠
く
に
飛
ん
で
い
る
蛍
の
光
が
あ
る
。）「
秋
風
が
吹
き
始
め
た
よ
（
も
う

秋
が
や
っ
て
き
た
よ
）。」
と
、
竹
が
そ
よ
そ
よ
と
音
を
立
て
て
、
蛍
に
告
げ
て
い
る
こ
と
よ
。

（
名
残
折　

表　

九
）
秋
風
吹
く
と
竹
ぞ
そ
よ
め
く

八
七
　
う
ち
な
び
く
園
の
柳
の
散
り
そ
め
て
　
　
三
位

【
式
目
】
秋
（
散
り
そ
め
て
）　

園
（
可
嫌
打
越
物
・
新
式
今
案
）　

柳　
只
一　

青
柳
一　

秋
冬
の
間
一
（
植
物
・
一
座
三
句
物
）　

木
与
木

（
可
隔
五
句
物
）　

園
（
居
所
・
用
）　

※
「
庭　

そ
と
も
巳
上
如
此
類
用
也
」（
応
安
新
式
）
か
ら
、
用
と
推
定
。

【
作
者
】
三
位

【
語
釈
】
●
う
ち
な
び
く　

な
び
く
。「
う
ち
な
び
く
柳
の
糸
の
わ
き
て
ま
た
い
か
な
る
風
に
む
す
ぼ
ほ
る
ら
む
」（
千
五
百
番
歌
合
・
春

二
・
二
六
四
・
源
通
光
）。「
柳
ト
ア
ラ
バ
、
な
び
く
」（
連
珠
合
璧
集
）。
●
散
り
そ
め
て　

散
り
始
め
て
。「
末
葉
よ
り
一
む
ら
柳
散
り
そ

め
て
／
よ
は
く
吹
く
と
も
風
ぞ
し
ら
る
る
」（
永
原
千
句
第
九
百
韻
・
五
三
／
五
四
・
定
秀
／
紹
永
）。

【
付
合
】
前
句
の
「
竹
」
に
「
園
」
を
付
け
る
。

【
一
句
立
】
風
に
な
び
く
園
の
柳
が
散
り
始
め
て
い
て
。
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【
現
代
語
訳
】（
前
句　

秋
風
が
吹
き
始
め
た
こ
と
を
知
ら
せ
る
よ
う
に
、
竹
が
そ
よ
め
い
て
い
る
。）
そ
の
風
に
な
び
く
園
の
柳
は
散
り

始
め
て
い
て
。

（
名
残
折　

表　

十
）
う
ち
な
び
く
園
の
柳
の
散
り
そ
め
て

八
八
　
通
へ
ば
露
の
消
ゆ
る
道
の
辺
　
　
正
頼

【
式
目
】
秋
（
露
）　

露
（
降
物
）　

露
如
此
降
物
（
可
隔
三
句
物
）

【
作
者
】
正
頼

【
語
釈
】
●
道
の
辺　

道
端
。
道
の
ほ
と
り
。「
道
の
辺
の
朽
木
の
柳
春
く
れ
ば
あ
は
れ
昔
と
忍
ば
れ
ぞ
す
る
」（
新
古
今
集
・
雑
上
・
柳

を
・
一
四
四
九
・
菅
原
道
真
、
新
撰
朗
詠
集
・
春
・
柳
・
一
〇
〇
）。「
道
の
辺
に
清
水
流
る
る
柳
陰
し
ば
し
と
て
こ
そ
立
ち
ど
ま
り
つ
れ
」

（
新
古
今
集
・
夏
・
二
六
二
・
西
行
）。「
な
ど
か
長
く
て
つ
ら
き
玉
の
を
／
道
の
べ
の
花
を
柳
や
隔
つ
ら
む
」（
行
助
句
集
・
一
五
五
五
／
一

五
五
六
）「
た
れ
か
は
と
は
む
霞
む
山
陰
／
道
の
辺
の
柳
木
深
く
梅
ち
り
て
」（
老
葉
（
吉
川
本
）・
春
・
二
一
／
二
二
）。
●
通
ふ　

繰
り
返

し
通
る
。
男
性
が
女
性
の
も
と
に
通
う
際
に
も
用
い
る
語
で
、
恋
の
面
影
が
添
う
語
。

【
付
合
】「
柳
」
に
「
道
の
辺
」
を
付
け
、「
散
り
」
の
縁
か
ら
「
露
」
を
出
し
た
。

【
一
句
立
】
通
う
た
び
に
触
れ
て
露
が
こ
ぼ
れ
て
消
え
る
道
の
ほ
と
り
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

風
に
な
び
く
園
の
柳
は
散
り
は
じ
め
て
い
て
。）
こ
の
道
を
通
っ
て
い
る
う
ち
に
秋
に
な
っ
た
。
通
う
た
び
に
触

れ
て
露
が
こ
ぼ
れ
て
消
え
る
こ
の
道
の
ほ
と
り
。

（
名
残
折　

表　

十
一
）
通
へ
ば
露
の
消
ゆ
る
道
の
辺

八
九
　
さ
を
鹿
や
山
の
ふ
も
と
を
出
ぬ
ら
む
　
　
貞
興

【
式
目
】
秋
（
さ
を
鹿
）　

鹿　
只
一　

鹿
子
一　

す
が
る
一
（
一
座
三
句
物
）　

山
（
山
類
・
体
）　

ふ
も
と
（
山
類
・
体
）
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【
作
者
】
貞
興

【
語
釈
】
●
さ
を
鹿　

牡
鹿
。「
さ
を
し
か
の
や
ま
よ
り
い
づ
る
声
は
し
て
／
わ
け
ぬ
に
露
は
な
に
乱
る
ら
む
」（
石
山
四
吟
千
句
第
一
百

韻
・
二
一
／
二
二
・
大
覚
寺
義
俊
／
三
条
西
公
条
）。

【
付
合
】
前
句
に
お
い
て
、
道
の
ほ
と
り
の
露
が
消
え
る
と
し
た
の
を
、
鹿
が
通
っ
た
た
め
か
と
推
定
の
句
を
付
け
た
。

【
一
句
立
】
牡
鹿
が
山
を
降
り
、
も
う
ふ
も
と
か
ら
出
た
の
だ
ろ
う
か
。
参
考
『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
訳
注
の
第
四
一
句

に
て
鹿
の
生
態
の
説
明
を
な
し
て
い
る
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

鹿
が
通
う
た
び
に
、
道
の
ほ
と
り
の
草
葉
の
露
が
こ
ぼ
れ
て
消
え
る
、
こ
の
様
子
で
は
）
牡
鹿
は
も
う
山
の
ふ
も

と
か
ら
里
へ
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
。

　（
名
残
折　

表　

十
二
）
さ
を
鹿
や
山
の
ふ
も
と
を
出
ぬ
ら
む　
　

九
〇
　
田
を
も
る
声
ぞ
月
に
聞
こ
ゆ
る
　
　
毘
親

【
式
目
】
秋
（
月
）　

月
（
光
物
）　

月
与
月
（
可
隔
七
句
物
）　

田
与
田
（
可
隔
七
句
物
）　

夜
分

【
作
者
】
毘
親

【
語
釈
】
●
田
を
も
る
声　

田
の
番
を
す
る
声
。「
も
る
」
は
秋
の
田
を
仮
庵
を
つ
く
っ
て
見
張
る
こ
と
。「
さ
を
し
か
の
秋
の
草
ふ
し
夜

か
れ
し
て
も
る
声
た
か
き
野
田
の
仮
庵
」（
草
根
集
・
巻
五
・
田
辺
鹿
・
三
六
一
五
）。「
も
る
声
」
が
ど
の
よ
う
な
声
か
不
明
だ
が
、
田
の

番
人
が
鹿
や
猪
な
ど
を
追
い
払
う
声
で
あ
り
、「
田
守
の
も
の
追
ひ
た
る
声
、
い
ふ
か
ひ
な
く
情
け
な
げ
に
う
ち
呼
ば
ひ
た
り
」（
蜻
蛉
日

記
）
と
、
都
人
に
は
無
風
流
で
興
ざ
め
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
て
い
た
。「
も
る
声
」
に
つ
い
て
は
、『
寛
正
六
年
正
月
十
六
日
何
人
百
韻
』
の

第
一
三
句
注
に
て
も
考
察
し
た
。

【
付
合
】
鹿
が
夜
、
山
か
ら
ふ
も
と
に
降
り
、
さ
ら
に
田
に
入
り
込
ん
で
作
物
を
荒
ら
す
た
め
、
夜
通
し
田
の
番
を
す
る
声
が
す
る
と
付

け
た
。
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【
一
句
立
】
田
の
稲
を
守
る
声
が
、
月
の
光
の
中
に
聞
こ
え
る
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

牡
鹿
が
も
う
山
の
ふ
も
と
を
出
て
き
た
の
だ
ろ
う
。）
月
の
光
の
中
、
稲
を
荒
ら
す
鹿
を
追
い
払
う
た
め
に
あ
げ

る
田
の
番
の
声
が
聞
え
る
。

（
名
残
折　

表　

十
三
）
田
を
も
る
声
ぞ
月
に
聞
こ
ゆ
る

九
一
　
さ
夜
ふ
か
き
湊
の
舟
に
人
は
寝
て
　
　
心
敬

【
式
目
】
雑　

夜
分
（
さ
夜
）　

湊
（
水
辺
・
体
、
一
座
二
句
物
）　

舟
（
水
辺
・
用
、
後
に
体
用
之
外
（
新
式
今
案
））　

【
作
者
】
心
敬

【
語
釈
】
●
さ
夜
ふ
か
き　
「
さ
夜
に
小
字
嫌
、
不
得
心
。
さ
字
や
す
め
字
歟
。
三サ

ヨ
フ
ケ
テ更　

佐
夜
中
山
な
ど
云
、
小
字
あ
ら
ず
。」（
私
用
抄
）。

●
湊
の
舟　

河
口
に
停
泊
し
て
い
る
舟
。「
今
日
も
な
ほ
湊
の
舟
の
出
で
か
ね
て
／
海
士
の
袖
と
や
波
に
朽
つ
ら
む
」（
看
聞
日
記
紙
背
応
永

十
五
年
七
月
廿
三
日
何
船
百
韻
・
七
一
／
七
二
・
□
／
貞
成
親
王
）。
●
人
は
寝
て　

人
は
寝
て
い
て
。「
山
里
の
さ
や
け
き
月
に
人
は
寝
て

／
風
や
木
の
葉
の
衣
打
つ
ら
む
」（
竹
林
抄
・
秋
・
四
九
七
・
行
助
）。「
し
づ
け
き
時
は
心
す
み
ぬ
る
／
更
る
ま
で
な
が
む
る
月
に
人
は
寝

て
」（
心
玉
集
・
秋
・
一
〇
七
二
／
一
〇
七
三
）。「
人
ハ
ね
て
⋮
「
よ
ぶ
舟
に
何
辺
の
村
の
人
ハ
ね
て
」（
信
照
）」（
連
歌
詞
）

【
付
合
】
陸
の
上
、
田
の
あ
た
り
で
は
、
動
物
を
追
い
払
う
声
が
す
る
が
、
湊
の
舟
の
あ
た
り
で
は
、
誰
も
起
き
て
お
ら
ず
、
静
か
で
あ

る
と
、
前
句
と
付
句
と
で
く
っ
き
り
と
対
比
し
て
い
る
付
け
。
八
九
、九
〇
と
深
山
か
ら
山
の
麓
、
そ
し
て
里
の
田
へ
と
移
動
し
て
き
た
視

点
が
、
こ
こ
で
里
を
過
ぎ
て
河
口
に
到
達
し
た
。

【
一
句
立
】
夜
更
け
、
河
口
に
停
泊
し
て
い
る
舟
の
中
で
は
、
舟
人
は
寝
静
ま
っ
て
い
て
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

月
の
光
の
下
、
田
の
番
を
す
る
声
が
聞
え
て
い
る
が
、）
そ
ん
な
夜
更
け
に
、
河
口
に
泊
ま
っ
て
い
る
舟
の
中
で

は
、
舟
人
は
寝
静
ま
っ
て
い
て
。
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（
名
残
折　

表　

十
四
）
さ
夜
ふ
か
き
湊
の
舟
に
人
は
寝
て

九
二
　
一
人
あ
る
身
の
あ
し
火
た
く
影
　
　
伝
芳

【
式
目
】
雑　

葦
火
（
水
辺
）
※
『
梅
春
抄
』
に
は
「
藻
塩
火
」
が
水
辺
の
用
と
あ
り
、
火
と
い
う
こ
と
か
ら
葦
火
も
水
辺
の
用
か
。　

　

葦
火
に
水
辺
（
可
嫌
打
越
物
・
肖
柏
追
加
）　

影
に
陰
（
可
嫌
打
越
物
）

【
作
者
】
伝
芳

【
語
釈
】
●
一
人
あ
る
身　

ひ
と
り
ぼ
っ
ち
の
身
。「
秋
萩
の
下
葉
色
づ
く
今
よ
り
や
一
人
あ
る
人
の
い
ね
が
て
に
す
る
」（
古
今
集
・
秋

上
・
二
二
〇
・
題
知
ら
ず
・
詠
み
人
知
ら
ず
）。「
夕
さ
れ
ば
人
ま
つ
む
し
の
な
く
な
へ
に
ひ
と
り
あ
る
身
ぞ
恋
ひ
ま
さ
り
け
る
」（
古
今
和

歌
六
帖
・
ま
つ
む
し
・
三
九
九
五
・
紀
貫
之
）。「
草
の
庵
と
ふ
べ
き
こ
ろ
の
萩
咲
て
／
ひ
と
り
あ
る
身
の
袖
を
見
せ
ば
や
」（
寛
正
五
年

十
二
月
九
日
何
路
百
韻
・
三
三
／
三
四
・
専
順
／
頼
宣
）。
●
葦
火　

葦
を
燃
料
に
し
て
焚
く
火
。「
難
波
人
葦
火
た
く
屋
の
す
し
て
あ
れ
ど

お
の
が
妻
こ
そ
つ
ね
め
づ
ら
し
き
」（
万
葉
集
・
二
六
五
九
）「
朝
な
ぎ
の
浦
に
塩
干
の
雪
消
え
て
／
葦
火
た
く
や
と
先
知
ら
る
ら
ん
」（
小

鴨
千
句
第
六
百
韻
・
四
一
／
四
二
・
日
晟
／
之
好
）「
霧
に
し
め
る
か
葦
火
た
く
影
／
つ
く
ろ
ふ
は
よ
そ
め
ば
か
り
の
草
の
庵
」（
石
山
四

吟
千
句
第
四
百
韻
・
九
二
／
九
三
・
大
覚
寺
義
俊
／
三
条
西
公
条
）。「
離
れ
小
島
に
葦
火
た
く
影
／
飛
ぶ
蛍
行
か
た
も
な
く
さ
よ
ふ
け
て
」

（
壁
草
（
続
群
書
本
）・
夏
・
四
五
一
／
四
五
二
）。

【
付
合
】
湊
に
停
泊
し
て
い
る
舟
で
は
皆
寝
て
い
る
が
、
岸
に
は
一
人
だ
け
寝
ら
れ
な
い
人
が
い
る
と
い
う
対
比
。

【
一
句
立
】
一
人
き
り
で
葦
火
を
焚
い
て
い
る
、
そ
の
光
が
見
え
る
こ
と
だ
。

【
現
代
語
訳
】（
前
句　

夜
更
け
、
河
口
に
停
泊
し
て
い
る
舟
の
中
で
は
、
舟
人
は
寝
静
ま
っ
て
い
て
。）
一
人
だ
け
が
岸
辺
で
葦
火
を
焚

い
て
い
る
、
そ
の
光
が
見
え
る
こ
と
だ
。
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A translation and an annotation of Ochiba-haykuin
in the possession of Honno-ji V

ITO Nobue・OKUDA Isao

Abstract

　　This paper is a translation and an annotation of Ochiba-hyakuin, which is in the 

collection of an ancient temple Honno-ji. 

　　For each poem from the 72nd to 92nd, we show the rule for making rengas 

(shikimoku), meanings of terms, a translation of the poem, and one under the 

combination with the former one, and finally we give an interpretation to it. 

　　This is a joint work by Ito and Okuda.




